
 
 
 
   

 

 

 

 

 

 

３月 13日（水）、グランシップにおいて平成 24年度の卒業式が行

われ、113名の学生が卒業しました。 

 卒業式は華やかなインドのベリーダンスから始まりました。卒業

証書授与では、各クラスの担当の先生が学生一人一人の紹介文を読

み上げました。「お父さんのような…」「モデルのような…」「ドラえもんのような…」など、

聞くだけでそれぞれの学生の顔が思い浮かぶぴったりの紹介文に、卒業生の席からは歓声が

上がりました。タイのメティニーさんは在校生を代表して、お世話になった先輩たちへのお

礼を述べました。また、卒業生の代表として中国の王侠霽さんが、楽しい学校生活を共に過

ごしたクラスメイトたちに話しかけるように、そして、ミャンマーのソーティントゥーさん

が、先生や支えてくれた方々への感謝を、ユーモアを交えながらスピーチしてくれました。

在学中に学業や国際交流などで活躍した学生は、ことば奨学会から表彰していただきました。

名前を呼ばれステージに上がった学生の顔は、達成感であふれていました。最後に、全員で

森山直太朗の「さくら」を歌いました。歌の途中で 1年生からのサプライズもあり、ホール

は感動に包まれました。 

 平日にもかかわらず、たくさんの方に来ていただき、例年にも増してにぎやかな式典とな

りました。卒業生の今後のさらなる成長と飛躍を祈っています。（宮村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思い出ＤＶＤを見ながら、

「春を待ちわびて」を歌い

ました。 



 

 

 

 

Ｃクラス 王 侠霽 

 

皆様、こんにちは。まず、今日卒業式に参加していた

だいた皆様方に、お礼を申し上げます。また、私たちの

学業から生活面まで、あらゆるところで助けてくださっ

た先生方と２年間お世話になった保証人のおじさん、お

ばさんに厚く感謝申し上げます。 

私は小さい頃、日本にいる叔母の影響で日本に憧れ、

自分も大きくなったら日本へ行って勉強したいと思っ

ていました。そして、2011年 4月、ついに念願の国際こ

とば学院へ入学することができました。ところが、日本

へ来て、初めて日本語で話そうとしたとき、あいさつの

言葉しか出てきませんでした。来日前にたくさん勉強したつもりだったのに、実際に使

う時、「どう言えばいいのか、どの言葉が当てはまるのか」頭の中が真っ白になってし

まいました。悔しくて、「一生懸命日本語を勉強しないといけない」と自分に言い聞か

せ、「一日も学校を休むまい」と誓いを立てました。しかし、卒業が近づいた 1 月、交

通事故に遭い学校を休まざるを得なくなってしまいました。学校へ行きたくても行けな

い悔しさ、友達に会えないつらさ、私にとって学校という場所が、かけがえのないもの

であることを改めて感じました。 

この学校は、色々な国から来た私たちの心をつなげてくれる架け橋となっています。

様々なイベントを通じて、本当にたくさんのことを体験しました。そのおかげで私は

色々な国の人と友達になって本当に幸せだと思います。日本へ来たばかりの時、私たち

はまだ簡単な会話しかできなくて、身振り手振りで話していましたが、それでも心がど

んどん近づいて行くのを感じていました。楽しい時にも、悲しい時にも皆と一緒にしゃ

べったり、パーティしたりすることが私の心の支えでした。誰かが何かに悩んだら、皆

お互いに話し合い、国籍に関わりなく親友みたいな感情になれるなんて素晴らしいと思

っています。ですからここであった仲間は私にとって大切な宝物です。あっという間に

別れの日が来てしまいましたが、どんなに遠く離れても心はつながっているから皆はい

つまでも変わらない友達です。 

最後に、後輩の皆さん、日本の生活は大変だと思いますが、充実した毎日を送ってい

ますか？今そばにいる友達も卒業すれば会えなくなるかもしれません。ですから、後悔

がないように、今のこの時間を大切にして下さい。 

今日は、私たちは卒業の日を迎えましたが、実は私の心の中には「まだここを離れた

くない」そんな気持ちでいっぱいです。けれども、私は知っています。今日は私の人生

のほんの第１章が終わったに過ぎません。新しいページを開かなければ私は成長するこ

とはできないでしょう。ですから、この２年間の思い出を胸に素晴らしい未来に向かっ

て歩んで行こうと思っています。皆様、そして先生方ありがとうございます。  

 

 



 

Ａクラス ソー ティン トゥー 

 
 皆さん、こんにちは。まず、この卒業式でスピーチを

させていただき、誠にありがとうございます。ちょっと

ドキドキしてるんですけど。 さて、私が国で日本語を

教えていただいた日本人の先生はとても厳しかったです。

それで、来日する前は心配していました。でも、最初学

校へ来た日に会った先生方の笑顔を見た時、心配がなく

なって、暖かみを感じてきました。 

国際ことば学院は日本語学校というより家族ともいえ

ます。例えば、学校の休みの日に私たちは何か困る事が

あったら電話させていただいた事もたくさんあります。

先生方は日本語を教えているのはもちろん、生活でもア

ドバイスしてくださったり、私が間違っていたら「こうやった方がいいじゃない」とかいろ

いろ教えてくださいました。会社員ならば週休二日でしょうね。先生方は一日も休めない週

ももちろんあります。私たちは両親と離れていますが先生方は私たちの事をいつも心配して

くださっている日本での親です。先生方への感謝を私は深く感じております。そんなに熱心

に指導してくださる先生方のために皆さんから拍手をいただけませんか。でも、日本の親だ

といっても「お小遣いちょうだい」といったらだめです。 

 学校では、日本語の勉強だけではなくいろいろなイベントに参加することができました。

それは我が校の特徴です。そこでは、日本人との交流ができて日本語の勉強にも役に立ちま

した。小学生達との簡単な英会話も参加して小学生達の英語力に感心しました。おみこしも

面白かったです。肩がちょっと痛かったんですけど。私はいろいろなイベントに参加しなが

ら楽しくて 2年間はあっという間に過ぎました。どれが一番おもしろかったかといったら植

林です。植林へ行って環境のためには緑、つまり木を守るべきだという自然保護への関心が

高まってきました。さらによかったことはあそこのカレーライスがとてもおいしかったとい

うことです。 

 自分が植えた木は大きくなってそれを見ることはとても幸せです。それを見ながら親や先

生の気持ちも分かってきました。自分が育てた子が成功したら表せないほどの幸せです。で

すから、親や先生方が幸せになれるように私はできるだけ頑張って行きたいと思います。私

がこのように頑張っているのは高校の時の先生がおっしゃった教えを実践しているのです。

それは、分度器で一度一度は中心点では差があまり出ていないですが、円周上点になったら

その一度は差が出て広くなるということです。難しいかもしれませんが、もう一つの例を挙

げるなら、皆さんは車を運転している時に自分の車は時速４０キロで走っていて近くの車は

時速４５キロぐらいで走っているとしましょう。最初は車２台の間の距離があまりありませ

んが、時間が経ったら距離がけっこう出てくるでしょう。そのように私は小さなことでも手

を抜かずきちんとしています。そういう風に私は頑張るべきだと思っております。 

 後輩の皆さん知識を身につけて、国のために、家族のために力になるように頑張ってくだ

さい。皆さんのことを先生方が誇りを持ちながら言えるように努力しましょう。後輩達にも

手を引っ張って助けてあげてください。私は進学してしまいますが、皆さんのことを応援し

ています。私たちが勉強できるように支援してくださったお客様方々、誠にありがとうござ

いました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜富士校の学生も一緒に記念撮影＞ 

 

 

 

 

 

 

 

４月７日(日)外国人歌舞伎に出演しました。練習をた

くさん重ね迫力のある歌舞伎を演じることができまし

た。最後の決めポーズも・・・「決まった！！！」 

外
国
人
歌
舞
伎 

大
御
所
花
見
行
列 

 土曜日の花見行列は、悪天候のため着物をきての撮影のみとなってしまい

ました。でも、気分は旗本・腰元・中臈！！ 

 日曜日に参加した学生は晴天に恵まれ、街中を行列することができ、江戸

時代にタイムスリップ！！貴重な体験となりました。 

毎年参加している夜桜乱舞は雨天

のため棄権しました。「ことばさくら

組」は来年の静岡祭りで、帰ってき

ます。乞うご期待！！ 



 

 

◆ 学習奨励賞（日本語能力試験Ｎ１合格） 

ラマダン 

キン サンダー ルイン 

蘇日娜 

ハンディ ヒンタ 

 

◆ 学習奨励賞（日本語能力試験Ｎ２合格者）  

   

ｽﾐｱﾃｨ ｶﾞﾏ ｳｨﾝﾀﾞｽﾀ ｽﾀﾊﾟ ｳﾒｼｭ ｶﾄﾞｶ 

ﾌｧﾑ ﾊﾝ ﾀｲ ｹﾐﾙ ﾕｽﾔ ﾌﾟﾄﾗﾝﾀﾞﾅ 陳 亦盛 

ｻﾘ ｳｨｼﾞｬﾔ ｸｽﾏｰ ﾛｰﾏﾄｩﾛｰ ｱﾕ ｳｨﾃﾞｨｱ ﾆﾝﾙﾑ ﾃﾞｨｴﾝ ﾃｨ ｶﾑ 

ﾃｨｵﾊﾟﾝ ﾏﾙｶﾞﾝﾀﾞ ﾌﾀｶﾞﾙﾝｸﾞ ﾊﾝﾃﾞｨ ﾋﾝﾀ ﾃﾞﾗ ｾﾙﾅ ｱｷﾅ 

ｴｲ ﾀﾝﾀﾞｰ ﾁｮ― ｽﾃﾌｧﾅｽ ｲﾝﾄﾞﾗ ｾﾃｨｱﾜﾝ 林 玉善 

ﾁｮｰ ﾘﾝ ﾋﾟｮｰ ｲﾌｻﾝ ﾇﾙﾃﾞｨﾝ ｸﾞｴﾝ ﾁｬﾝ ﾁｮﾝ ｸｫﾝ 

ﾅｲﾝ ﾘﾝ ﾆ ﾙｰ ﾍﾟﾋﾞｰ ｱﾕ ｱｽﾄｩﾃｨ ｸﾞﾚｼｱ ﾒｲ ｸﾘｽﾅ ｼｱﾊﾝ 

ﾇｵﾝ ﾃﾞｨﾔｰ ﾚｲｼｭ ｹﾝ ｼﾞｬﾔ ﾌﾟﾃﾞｨﾏﾝ 朱 賢智 

ﾁｬﾝ ﾃﾞｨﾝ ﾁｭﾝ 王 侠霽 陳 可然 

ﾌｧﾄﾞﾘ ﾌｧﾑｼﾞｬ ｳｪｲ ﾋﾟｮｰ ﾄｩ ｺ ｻﾃﾝﾄﾞﾗ ﾗﾅ 

ｴｲﾌﾟﾘﾙ ﾁｮｰ ﾄｩ― ｶﾞﾙﾛﾙﾜ ｱﾗｯﾁｹﾞ ﾌﾟﾗｷﾞｰﾀ ﾋﾗｰﾝ 于 舜瑶 

他、1年生 16名 

◆ 漢字検定名人位合格者      ◆ 国際交流貢献賞 

ヌオン カ ディヤー   ソー ティン トゥー 

  ウィン ナイン トゥン  グリット オングサワット 

  王 侠霽    グエン トゥック ユェン 

  陳 亦盛    ミョー タン ゾー 

  林 玉善    ベナ ノヴィアンダリ ドウィ ラハユ 

ソウミ ヒラ 

ファラ ウルファ シャディダ 

◆ 精勤賞 

ソー ティン トゥー 

ヌオン カ ディヤー 

ガマ ウィンダスタ スタパ 

ステファナス インドラ セティアワン 

ファラ ウルファ シャディダ 

レイノルド ジャヤ プディマン 

ウェイ ピョー トゥーコ 

ディン ティー カム 

グエン ヒュー フン 

エイプリル チョー トゥー 

イフサン ヌルディン 

 

ことば奨学会より、各賞が授与さ 

れました。ご協力いただいた皆様に、 

厚く御礼申し上げます。 



 

 

 

 

１月に申請した学生の在留許可が下り、新たに 4月生として７名の学生が本校に入学しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

鄭 莉 ZHENG LI 中国 女 

虞 雪非 YU XUE FEI 中国 男 

MD.AL AMIN MD アル アミン バングラデシュ 男 

KYAW ZAWE TUN チョー ゾウ トゥン ミャンマー 男 

AUNG KO KO アウン コ コ ミャンマー 男 

何  世文 HE SHIWEN 中国 男 

呂  夢嬋 LU MENGCCHAN 中国 女 

７名の学生が加わり、４月生は計６８名となりました。１０日（水）

より授業が始まり、新しい生活をスタートしています。 

つきましては、下記のとおりで入学式を開催致します。 

 

＜入学式＞ 

日時：平成２５年４月２７日（土） 

      午前１１時～午前１１時４５分 

場所：国際ことば学院外国語専門学校３Ｆ 

＜対面式・懇親会＞ 

   時間：午後１２時～１３時３０分 

   場所：日本語学校（３Ｆ教室） 

編集後記 

 春休みも終わり、今週から新学期がスタートしました。新入生も加わり学校に活気

が溢れています。初々しい一年生を見ていると、自分が留学した時のことを思い出し

ます。何をするにも初めてで、いろいろな事にドキドキしたりワクワクしたり。日本

での留学生活が充実することを願っています。（長島） 


